学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「おもしろ半分の投稿で人生だいなし？」

１．指導対象

　　中学校・高等学校
２．教科・科目

　　学級活動，道徳，技術・家庭科、情報科
３．指導意図
ブログやTwitterが普及し始めた頃から，ネット上におもしろ半分にデマ情報やうわさ話を流したり，タレントのプライバシーを書き込んだりして大きな問題になることがあった。
　スマートフォンの普及に伴い，その様態が写真の投稿に変わってきた。平成24年，コンビニエンスストアのアルバイト店員が悪ふざけでアイスボックスに入っている写真をFacebookに投稿し，大きな問題として取り上げられた。これをきっかけに，おもしろ半分に軽はずみな行為を撮影し，ネット上に投稿する事例が後を絶たない。このような写真が投稿されると，本人が非難されるだけではなく，周囲の人に大きな迷惑をかけることにもなる。
　この事例ではまず，ネット利用以前にマナー違反やルール違反など，軽はずみな行為はしないことを押さえたい。
　そして，たとえ匿名で投稿しても，様々な情報から投稿者が特定され，非難が殺到したり，賠償請求など責任を取らされたりすることがある。また，一度投稿された写真はいつまでもネット上に残り，場合によっては思わぬところで自分の将来をだいなしにしてしまうこともあることを指導したい。
　また，軽はずみな行為の写真を投稿すると，関係者が謝罪をしたり，休業や閉店に追い込まれたりするなど，周りの人に大きな迷惑をかけることがあることも押さえたい。
４．指導目標

①マナー違反やルール違反などの軽はずみな行為をしない。
②軽はずみな行為をネット上に投稿すると，個人が特定され，非難されたり，責任を取らされたりすることがあることを知る。
③一度ネット上に出回った情報は回収することができず，思わぬところで自分の将来をだいなしにすることがあることを知る。

　④軽はずみな行為をネット上に投稿すると，周りの人に大きな迷惑をかけることがあることを知る。
５．授業展開例
	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○軽はずみな行為をネット上に投稿して問題になった事例を想起する。
（2） 展開

○レッスンキット③までを見て、リョウタ君のどのような行為が問題なのかを整理する。
○レッスンキット③までを見て，この後，
リョウタ君やリョウタ君の周りで，どのような展開になっていくか，予想する。

○レッスンキットを最後までみて，実際の展開をワークシートにまとめる。
（3） まとめ
○軽はずみな行為を撮影し，投稿することの問題性及び影響力を考える。

	○発表を通して，いくつか事例を確認し，動機付けを図る。
○ワークシートに書き込みをさせ，発表により，以下の２点を押さえる。
・衛生上，良くないことをした
・軽はずみな行為を撮影し，それをネット上に投稿した
○リョウタ君だけでなく，リョウタ君の周りも視野に入れて考えさせる。
○しばらくして，発表させる。
（予想される回答例）
・投稿者が特定されて，非難が殺到する
・お店に非難が殺到する
・お店が休業や閉店に追い込まれる

・お店から賠償請求される　　等
○レッスンキットのストーリーの展開を確認する。
○ネット上に出回った情報は回収できず，思わぬところで自分の将来をだいなしにすることがあることを確認する。
○以下の点を中心にまとめる。
・マナー違反やルール違反などの軽はずみな行為をしない
・軽はずみな行為をネット上に投稿すると，個人が特定され，非難されたり，責任を取らされたりすることがある
・一度ネット上に出回った情報は回収することができず，思わぬところで自分の将来をだいなしにすることがある

・軽はずみな行為をネット上に投稿すると，周りの人に大きな迷惑をかけることがある


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法

　すみやかに，投稿した写真を削除し，そのサイトを通して謝罪させる。また，迷惑をかけた関係者にも直接謝罪をさせる。場合によっては，外部機関の指示に従い，対応していく。また，しばらくはネットを利用しないよう指導する。
７．指導資料

　●適切なSNS利用の心得（情報処理推進機構）
　https://www.ipa.go.jp/security/keihatsu/videos/20140331-3.html
●情報化社会の新たな問題を考えるための教材（文部科学省）
http://jouhouka.mext.go.jp/contents/

●考えよう私は消費者（兵庫県消費生活課）
　　http://web.pref.hyogo.lg.jp/ac10/ac10_000000076.html
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